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拠点   

 

都市核 

国分地域、隼人地域の市街地を都市核として位置づける。 
本市の“まちの顔・玄関口”であり、公共交通の結節点となる機能、行政、文
化、商業・業務、サービス、医療・福祉、住居機能等、主要な都市機能の集積
を図る。 

 

地域拠点 

溝辺地域、横川地域、牧園地域、霧島地域、福山地域の各地域の総合支所
周辺を地域拠点として位置づける。 
各地域の生活を支えるための都市機能の集積を図る。 

 
広域交通拠点 

広域交通を担う空港を広域交通拠点として位置づける。 
アクセス性の向上や結節機能の強化により、広域交通機能の充実を図る。 

軸   
 

南北広域連携軸・
東西広域連携軸 

九州縦貫自動車道を南北広域連携軸、東九州自動車道、隼人道路、北薩
横断道路を東西広域連携軸として位置づける。 
本市と近隣市町や他県をつなぐ交流・物流の強化、災害時の緊急輸送等の確
保を図る。 

 

地域連携軸 
国道 10 号、223 号、504 号、主要県道等を広域連携軸として位置づける。 
地域住民の日常生活における利便性・アクセス性の向上、災害時の緊急輸送
等の確保を図る。 

 
基幹的な公共交通
軸（バス・鉄道） 

都市核を経由する路線または周辺地域と中心拠点を結ぶ路線であって、将来
にわたって一定の運行水準が確保されることが見込まれる公共交通（バス、鉄
道）路線を基幹的な公共交通軸として位置づける。 
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